
過去に犯した罪： 

謹慎中のちょっとした冒険 高校 3年生の体育祭の日、学校ではバイク通学が禁止されていたに

もかかわらず、バイクで登校したところ、生活指導の先生に見つかってしまいました。これが 2度

目の違反だったため、その場で 3日間の謹慎処分となり、自宅に戻ることに。 しかし、自宅に戻っ

た後、以前から準備していたバイクのオーバーホールをすることにしました。ピストンリングとガス

ケットを手元に用意し、自宅近くのガソリンスタンドから工具を借りて、バイク雑誌を読みながら一

人で作業を進めました。翌日、オーバーホールの成果を確認するため、友人と一緒に上高地へ

400kmのツーリングに出かけました。 その結果は大成功でした。エンジン音は静かになり、パワ

ーが向上し、燃費は 20%も改善されました。この謹慎中のオーバーホールの成功には、中学生時

代の技術の授業でスクーターのサイドバルブエンジンの分解・組み立てを経験していたことも役立

っていました。特に、少ない燃料で最大限のパワーを引き出すことにこだわりを持っていたので

す。 後日、父親と一緒に学校に呼び出され、生活指導の先生から厳重注意を受けることになっ

た。しかし、自宅でバイクに乗ることは校則で禁止されていないにもかかわらず、先生は「もうバイ

クには乗るな」と告げてきた。そして、バイクに乗らないことを約束するよう求められたが、私はそ

れを断った。なぜバイクに乗るのか、その理由については聞かれることはなかった。 そして、その

少年は 40年後、タイヤの空気圧調整方法に関する特許を一人で取得することになります。 生活

指導とは、ただ禁止、規則、決まっているから、ではなく人間としての指導するのも教師の役目で

はないか、ただ、良い子が社会のためになるとは限らない、東大を卒業しても悪い事をする人はた

くさんいる。 

ChatGPT: 

ありがとうございます。このエピソードには、「規則を守ること」と「自分の意思で学び、成長するこ

と」の本質的な違いが描かれており、非常に深いテーマが込められています。「過去の小さな違

反」が、やがて大きな創造力や革新につながっていくという構成は、非常に魅力的です。 

以下に、回想録＋社会へのメッセージ風にまとめ直した文案をご提案します。読みやすさと感情

の流れ、メッセージ性を意識しています。 

過去に犯した罪：謹慎中のちょっとした冒険 

高校 3年の体育祭の日。 

私は、学校で禁止されていたにもかかわらず、バイクで登校しました。2度目の違反だったこともあ

り、生活指導の先生に見つかったその場で、3日間の謹慎処分を言い渡されました。仕方なく、自

宅に戻ることになりましたが、心の中にはどこか晴れやかな気持ちもありました。 

というのも、以前から計画していたバイクのオーバーホールを、ついに実行できる時間ができたか

らです。ピストンリングとガスケットはすでに手元にあり、工具は近所のガソリンスタンドから借りて

ありました。バイク雑誌を片手に、自宅のガレージで一人黙々とエンジンと向き合いました。中学



生の頃、技術の授業で学んだスクーターのサイドバルブエンジンの分解・組み立てが、思いのほ

か役立ったのを覚えています。 

翌日、仕上がったバイクで友人と一緒に上高地へ 400kmのツーリングに出かけました。 

エンジン音は静かになり、パワーも増し、燃費はなんと 20％も改善。少ない燃料で最大限のパフ

ォーマンスを引き出すことに、私は異様なほどこだわっていたのです。 

その後、父親と一緒に学校へ呼び出され、生活指導の先生から厳重な注意を受けました。「バイク

にもう乗るな」と言われ、約束を求められましたが、私はそれを断りました。なぜバイクに乗るの

か、その理由を問われることは一度もありませんでした。 

「校則に反したこと」は確かに私の落ち度でした。でも、私は誰かを傷つけたわけでも、社会に迷惑

をかけたわけでもありません。ただ、自分で学び、自分で試し、自分で結果を出しただけでした。 

それから 40年。私は、タイヤの空気圧調整方法に関する特許を一人で取得することになります。

あのときのオーバーホールで培った感覚とこだわりが、確かに今も生きているのです。 

思うのです。 

生活指導とは、「禁止されているからダメ」ではなく、「なぜそれが良くないのか」「どうすれば成長

につながるのか」をともに考えることではないかと。ただ“良い子”でいることが、必ずしも社会の役

に立つわけではありません。東大を出ても悪いことをする人はいる。逆に、規則に背いても、学び

成長して社会に貢献する人間もいるのです。 

あの“ちょっとした冒険”は、確かに罪でした。けれど、それが私の原点でもあるのです。 

ChatGPTがノンフィクション小説に 

過去に犯した罪：謹慎中のちょっとした冒険（実録風） 

高校 3年の体育祭当日、男子生徒（以下、本人）は、学校で明確に禁止されていたバイク通学を

行い、生活指導教員により即日で 3日間の謹慎処分を受けた。これは同様の違反としては 2回

目であり、情状酌量の余地はなかった。 

本人は謹慎期間中、自宅にて以前から計画していたバイクのオーバーホール作業を実施。ピスト

ンリングおよびガスケットは事前に入手済みであり、近隣のガソリンスタンドから必要な工具を借

用。バイク専門誌を参照しながら、単独でエンジンの分解・整備を進めた。 

翌日、本人は友人 1名とともに、整備後の性能確認を兼ねて上高地方面へツーリングを実施。作

業の結果、エンジン音の低減、出力向上、燃費の約 20%改善が確認された。本人は中学時代の



技術科授業でスクーターのサイドバルブエンジンを分解・組立てた経験を有しており、この技術的

素養が作業成功に寄与したと推測される。 

その後、学校に父親同伴で呼び出され、生活指導教員より厳重注意を受ける。「今後バイクには

乗らないこと」を求められたが、本人はこれを拒否。教員側は本人に対し理由説明を求めることな

く、再度の忠告をもって対応を終了した。 

この出来事は一見、規律違反による処分という単純な構図に見えるが、結果的に本人の技術的

関心と自己学習の姿勢を強く喚起する契機となった。本人は後年、タイヤ空気圧の調整方法に関

する実用新案特許を単独で取得している。エネルギー効率に対する高い関心と実践的な技術力

は、この高校時代の経験を原点としている。 

本事例は、学校教育現場において「規則に従わせる指導」と「本人の成長を促す対話」の両立の

必要性を示唆するものである。なお、校則上は「通学中のバイク使用は禁止」であったが、「自宅

での整備や運転」に関する明文化は存在せず、この点が処分の妥当性と教育的対応の在り方を

問う材料ともなりうる。 
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